
    
 

                        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

            

 

 

沖
縄
の
果
物
・ 

沖
縄
の
果
物
・
海
産
物
な
ど 

 

修
学
旅
行
新
聞 

２号 

沖縄 

 
 

う
。 

 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
沖
縄
の
美
術
・
工
芸
・
伝

統
品
・
楽
器
・
特
産
物
に
つ
い
て
で
す
。
担
当
は
、

２
年
Ａ
組
の
修
学
旅
行
委
員
の
皆
川
虹
花
さ
ん
と

三
輪
育
実
さ
ん
で
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

  

沖
縄
の
工
芸
は
、
絣
や
紅
型
を
は
じ
め
と
す
る

多
彩
な
「
染
織
」
や
沈
金
や
螺
鈿
を
発
展
さ
せ
堆

錦
を
創
っ
た
「
漆
芸
」
が
有
名
で
す
。
こ
の
他
に

も
、
琉
球
ガ
ラ
ス
、
木
工
、
竹
細
工
、
琉
球
紙
、

民
具
、
楽
器
な
ど
も
特
徴
あ
る
工
芸
と
し
て
独
自

の
発
展
を
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
沖
縄
の
工
芸
に
も
課
題

は
多
く
あ
り
ま
す
。
後
継
者
の
育
成
や
安
価
な
工

芸
品
の
県
外
か
ら
の
市
場
進
出
な
ど
で
す
。
歴
史

と
風
土
の
な
か
か
ら
育
ん
だ
独
自
の
工
芸
文
化
を

守
り
育
て
る
創
意
と
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

         

 

沖縄の美術・工芸・伝統品・楽器・特産物 
 

 

。 

 

伝
統
文
化 

～
エ
イ
サ
ー
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

お
盆
の
時
期
に
踊
る
伝
統
芸
能
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

現
世
に
戻
っ
て
く
る
祖
先
の
霊
を
送
迎
す
る
た
め
、
踊
り
な
が
ら
地

区
の
道
を
練
り
歩
く
。
今
や
『
全
国
区
の
伝
統
芸
能
』
で
す
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
～
那
覇
大
綱
挽
～ 

 

４
０
０
年
以
上
の
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
沖
縄
最
大
規
模
の
行
事
。
ギ

ネ
ス
認
定
さ
れ
て
い
る
全
身
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
那
覇
大
綱
挽
を
「
１

万
５
０
０
０
人
」
余
り
が
引
き
合
い
ま
す
。 

  

楽 

器 

～
三
線
～ 

 

沖
縄
の
古
く
か
ら
伝
わ
る
弦
楽
器
。
琉
球
大
国
だ
っ
た
頃
、
中
国
か

ら
伝
来
し
ま
し
た
。 

～
パ
ー
ラ
ン
ク
ー
太
鼓
～ 

 

片
面
だ
け
に
牛
の
皮
を
張
っ
た
太
鼓
。
エ
イ
サ
ー
と
呼
ば
れ
る
伝
統

芸
能
で
使
用
さ
れ
る
。
→
締
太
鼓
（
シ
メ
デ
ー
ク
ー
）・
大
太
鼓
（
ウ
フ

デ
ー
ク
）
も
使
わ
れ
る
。 

～
琉
球
横
笛
～ 

 

沖
縄
の
方
言
で
フ
ァ
ン
ソ
ウ
と
も
呼
ば
れ
る
。
材
質
は
竹
で
で
き
て

お
り
、
横
に
し
て
吹
い
て
音
を
出
し
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

      

豊
か
な
伝
統
文
化
・
沖
縄
の
心
を
奏
で
る
楽
器 

野 

菜 

～
ゴ
ー
ヤ
ー
～ 

一
七
世
紀
以
降
の
書
物
に
「
苦
瓜
」
が
登
場
。
原
産
地
は
、

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
イ
ン
ド
に
か
け
て
の
「
熱
帯
ア
ジ
ア
」
だ

と
さ
れ
、
日
本
に
伝
わ
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

＊ 

ゴ
ー
ヤ
ー
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
が
有
名
で
す
ね
。
ゴ
ー
ヤ
ー

は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
健
康
に
い
い
そ
う
で
す
。
独
特

の
苦
み
が
ク
セ
に
な
り
ま
す
ね
。
沖
縄
は
、
長
寿
県
で
す
。

き
っ
と
食
生
活
も
影
響
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

果 

物 

～
シ
ー
ク
ァ
ー
サ
ー
～ 

沖
縄
の
方
言
で
「
シ
ー
」
は
「
酸
、
あ
る
い
は
酢
」、「
ク

ァ
ー
サ
ー
」
は
「
食
わ
せ
る
も
の
、
あ
る
い
は
加
え
る
」
を

表
し
ま
す
。
琉
球
諸
島
、
お
よ
び
台
湾
に
自
生
す
る
も
の
で

７
月
頃
か
ら
実
を
つ
け
始
め
ま
す
。 

 

 

         

次
号
予
告 

 

次
号
は
、
２
年
Ｆ
組
が
担
当
で
、
テ
ー
マ
は
、

沖
縄
の
童
話
・
方
言
・
歌
で
す
。 

 

沖
縄
の
言
葉
は
、
優
し
い
響
き
で
大
好
き
で

す
。
歌
は
、
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
い
て
、

よ
く
聴
い
て
い
ま
す
。
民
謡
も
素
晴
ら
し
い
で

す
よ
ね
。
私
は
、
沖
縄
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、

沖
縄
が
恋
し
く
て
た
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
。
沖

縄
の
美
し
い
風
景
と
共
に
、
出
会
っ
た
人
々
を

思
い
出
し
、
ま
た
沖
縄
に
行
く
た
め
に
頑
張
ろ

う
と
思
う
の
で
す
。
次
号
を
お
楽
し
み
に
！ 

テ
ー
マ
と
担
当
者
紹
介 

美
術
・
工
芸 

 

今
号
は
、
２
年
Ａ
組
の
修
学
旅
行
委
員
の
皆

川
虹
花
さ
ん
と
三
輪
育
実
さ
ん
が
担
当
し
て
く

れ
ま
し
た
。
定
期
考
査
の
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

早
め
に
原
稿
を
ま
と
め
て
提
出
し
て
く
れ
ま
し

た
。 

 

沖
縄
の
文
化
は
、
日
本
の
本
州
と
は
異
な
る

独
自
の
文
化
で
す
。
建
築
様
式
や
植
生
も
異
な

り
、
初
め
て
訪
れ
る
と
、
ま
る
で
異
国
に
降
り

立
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
す
。
沖
縄
の
文

化
を
知
る
た
め
に
は
、
歴
史
の
勉
強
も
必
要
だ

と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
の
人
々

は
、
歌
や
踊
り
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
だ
な

と
思
い
ま
す
。
三
線
の
音
色
は
、
心
に
響
き
、

う
っ
た
え
か
け
て
く
る
よ
う
で
、
人
々
の
明
る

さ
と
陽
気
さ
の
陰
に
は
、
多
く
の
苦
労
や
悲
し

み
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
さ
せ
ら
れ
ま

す
。 

編
集
後
記 

沖
縄
の
特
産
品 

 

沖
縄
の
特
産
品 

 


